
　中学校教諭や校長経験の中で、悩
み、迷いながらも必死に伸びようと
する子どもを大勢見てきました。内
面をうまく表現できないだけなのに、
暴れれば暴力や非行、内にこもれば
引きこもりや不登校と周囲に言われ、
次第に自分のよさを発揮できなくな
る子どももいます。そうした状況を
変えなければならないと、ずっと思っ
ていました。今、教育長として、すべ
ての子どもが自分らしく学び、成長
できる教育の実現を目指しています。
　施策の軸となるのは、授業・評価・
組織の転換です。子どもが自分らし
く学ぶために、自ら考え学ぶ授業と、
数値による結果のみならず、一人ひと
りの学習過程を評価することを求め
ています。その実現には、校長のリー
ダーシップの下、全教職員が意見を出
し合い、協働できる組織が必要です。
　２０１６年には、市政施行１００周年を
受け、次の１００年を築く子どもの育
成を目指して「福山１００ＮＥＮ教育」
を宣言しました。それは、３年間の準
備を経て２０１５年度に市内全校で始

めた小中一貫教育を、「人間性を育む」
「つながりを尊重できる個人を育む」
といったＥＳＤ＊１の観点でつなぎ、学
んだことを日常の様々な場面で行動
化する確かな学びを目指すものです。
各中学校区で定めた育成すべき資質・
能力に向け、各教科等や学校行事等
を関連づけたカリキュラム・マップ
を作成し、教育活動を進めています。

　子どもの学力で最も課題に感じて
いるのは、言語能力です。２０１７年度
に小学校２校を「学びづくりフロン
ティア校」に指定し、１年生の国語と
算数の授業をほぼ毎日映像等で記録
しながら、学ぶ過程を明らかにしま
した。その中で、例えば文を読み、計
算はできても、たった３行の文章から
式を立てられないなど、言葉の意味を
認識できていない場面が多く見られ
ました。生活の中で言葉をつかむ経験
や、得た知識を他教科の授業や生活の
中で活用することが少ないからです。
　２０１８年度からは、そうして明ら
かになった学ぶ過程に即し、教科や
学年の枠を超えたカリキュラムを編

成・実施する「学びづくりパイロッ
ト校」を１１校で始めました。各校は、
子どものつぶやきや興味・関心から
柔軟に授業を展開する中で、個々に
異なる学ぶ過程に応じ、既存の評価
のあり方も見直しています。通知表
などの数値による評価ではなく、子
どもの作品や振り返り等を綴じた「学
びファイル」で、子どもや保護者との
面談を始めた学校もあり、９割超の保
護者から「子どもの頑張りがよく分
かる」という声をいただいています。
　「評価」の転換では、２０１８年度か
ら、埼玉県が実施している学力調査
を２つの中学校区で試験的に始めま
した。ＩＲＴ＊２の手法を使い、小４～中
３を継続して調査し、その結果から
学力や自己効力感、学習意欲などの
非認知能力の伸びを、子ども自身が
自覚できます。個の状況や学級集団
の変化から、教職員のどんな取り組
みや意識が学力等を伸ばすのかを見
ることもできます。教職員研修では、
伸びた学級の指導について、全員が気
づきを出し合うなど、意欲的な姿が見
られました。今年度からは市内全校
で同調査を実施し、学力及び非認知
能力を測定します。
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授業・評価・組織を転換し、
次の100年を築く子どもを育成

すべては、一人ひとりの子どもが
自分らしく成長できる学びのために
広島県　福山市教育委員会　教育長　三好雅

ま さ あ き

章
「福山100NEN教育」として、授業・評価・組織の改革を進める広島県福山市。教員の授業観の転換を図る施策の
根底にあるのは、子どもが自身の価値観で学びを進めていく学校教育の実現だと、三好雅章教育長は語る。
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＊１　Education for Sustainable Development の略。「持続可能な開発のための教育」と訳される。環境、貧困、人権、平和、開発などの様々な課題を自らの問題として捉え、 身近
なところから取り組むことで、課題の解決につながる新たな価値観や行動を生み出すことや、それによって持続可能な社会を創造していくことを目指す学習や活動 のこと。 
＊２　Item Response Theory の略。項目反応（応答）理論と呼ばれるテスト設計の理論のこと。

共生と協働を学ぶ教育が
すべての人を幸せへと導く
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九州大学大学院博士課程修了。
専攻分野は比較教育学・社会学。
マレーシア、ケニア、コスタリカ、
ボリビアで暮らした後、1996 年
からオランダ在住。オランダの教
育と社会事情を自主研究し、著作・
論考・講演等を通じて日本に伝え
ている。著書に、『今こそ日本の
学校に! 　イエナプラン実践ガイド
ブック』（教育開発研究所）、『手
のひらの五円玉　私がイエナプラ
ンと出会うまで』（ほんの木）等。
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＊OECD（経済協力開発機構）が実施
した「国際教員指導環境調査（TALIS）
2018 報告書」による。

　一人ひとり異なる個性を持つ人々が一緒に暮らす社会において、共

生・協働の考え方は必要不可欠です。人口減少が進む日本では、その

視点を重視した社会づくりが進められつつありますが、コロナ禍は、

社会は人々が協力し合って築かれるものであり、市民の有り様が社会

の安心・安全を左右するのだと、改めて認識する機会となりました。

　共生・協働が日常化する社会では、互いのよさを理解し、認め合うこ

とが土台となります。それを築くためには、まず自分がどのような人間

であるかを知ることが大切です。自分を理解できれば、他者の強みや弱

みも認められるようになるからです。子どもの個性を認めて伸ばす教育

は、学校という集団があってこそ実現します。他者と一緒に学び、喜

怒哀楽を分かち合いながら、自分1人ではできないものを創り上げたり、

問題を解決したりする経験を幼少期から積み重ねていくことで、他者の

思いに自然と共感し、協働できるようになるのではないでしょうか。

　そうした学校教育の実現の鍵は、教員研修にあると考えます。OECD

の報告書＊にあるように、日本の教員の指導力向上は自助努力に委ねら

れている部分が大きいと感じます。国や自治体が掲げる教育を先生方

が具現化できるような指導法を学ぶための時間と費用を、すべての教員

に保障する仕組みが必要でしょう。また、オランダで普及しているイエ

ナプラン教育では、異年齢のグループで学習や学校行事などを行いま

すが、それは子ども同士の学び合いや協働が自然に生まれるようにする

ためです。そうした学びの仕組みの構築にも目を向けるべきでしょう。

　地域学習も一層力を入れたい教育活動です。地域の文化を知り、特色

や問題に触れることで生活に根差した学びができますし、ほかの国や地

域との違いに目を向け、理解し、認めることにつながります。新学習指

導要領で示された「社会に開かれた教育課程」にも合致する方向性です。

　社会を変えるのは教育です。社会の一員である私たち市民が、今あ

る問題を直視し、次の時代をどのような社会にしたいのかを語り合っ

て、未来へのビジョンを持つことが重要だと考えます。

　多様な民族が暮らすヨーロッパでは、個に応じた教育が根づく一方

で、共生・協働への道を今も模索し続けています。高齢化が進み、外

国人労働者の受け入れの加速化が予測される日本でも、ヨーロッパが

抱える問題に早晩、直面するでしょう。その未来の社会を生きる子ど

もたちに、共生・協働を育む教育がなされることを願ってやみません。




